
数値目標  取組状況調査票

○基本目標１　男女共同参画社会に向けての意識改革

　　◆重点課題　男女共同参画に対する情報提供の充実

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

5
人権週間には、チラシやリーフレットな
どで、人権意識の高揚をしていきます

○高齢者、障がいのある人、子ども等の人権擁
護委員との連携強化
○関係各課と連携・協力した人権に関する啓発
の推進

人権だよりの発行 全戸配布 全戸配布 全戸配布
１２月広報に折り込みした。
併せてチラシ、リーフレットの配布、ポ
スター掲示を行った。

人権だよりを編集、印刷し、１２月広
報に折り込みを行う。

福祉課

6
男女共同参画関連図書を充実していき
ます

○男女共同参画関連図書の蔵書の充実
男女共同参画関連図書の
蔵書数

360冊 297冊 333冊
女性の働き方や男性の子育てに関す
る本など配架した。

引き続き関連図書の蔵書の充実に努
める。

中央図書館

　　◆重点課題　性に対する正しい知識について教育の推進

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

14
命の教育の推進のため、外部講師を招
いた学習の場を設けていきます

○市内３か所の中学校における「命」「生きる」を
テーマにした講義の実施

「命」「生きる」「性」をテーマ
にした講義の実施回数

各校１回 各校１回 各校１回
健康推進課職員を講師として、市内3
中学校にて「命の学習講座」を行った。

今後も各校１回ずつ実施する。
健康推進課
教育総務課

○基本目標２　政策・方針決定、地域活動分野への男女共同参画の促進

　　◆重点課題　審議会などにおける女性の登用促進　

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

19
女性委員の登用を30％以上にしていき
ます

○委員募集の際の広報・周知の推進
○市執行機関及び市付属機関等における女性
の登用促進に向けた委員選定の推進

女性委員※の登用率

※市執行機関及び付属機
関等における女性委員

30％以上 22.70% 29.5%
長久手市付属機関等の設置等に関す
る要綱により、委員の改選時に30%以
上になるようにした。

引き続き審議会等における女性の登
用率が30%以上になるよう、広報・周
知するとともに委員の選定を行う。

全課

20
女性委員のいない審議会などを解消し
ていきます

○あて職など委員の見直し
○委員募集の際の広報・周知の推進

女性委員のいない審議会
数

0機関 6機関 7機関
あて職などを見直し、女性を登用する
よう検討を行った。

委員の改選時には、女性を登用する
よう努める。

全課

　　◆重点課題　管理職などへの女性の登用促進

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

21
女性職員の管理職への登用を促進して
いきます

○管理職に適齢の女性を確保していくための働
き方の見直し
○男女の分け隔てない登用を行う人事管理の
徹底

女性職員の管理職への登
用率

22% 20.8% 20%
男女の分け隔てなく、有能な職員を登
用するという方針で人事管理をした。

同方針で人事管理を行う。 人事課

　　◆重点課題　防災分野への女性の参画の拡大

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

26
防災の分野に女性の視点やニーズを
取り入れ、地域の安全の基盤づくりに
努めていきます

○防災組織への女性登用の促進
○授乳にも使用できる間仕切りの設置など、避
難所における女性への配慮

間仕切りなど避難所におけ
る女性への配慮備品設置
箇所数

9箇所 1箇所 11箇所

長久手市防災会議、長久手市国民保
護協議会における女性委員の割合を
30%以上にした。
小中学校を初めとする主な避難所に、
授乳や着替えにも使用できるプライ
ベートテントや背の高い間仕切りを備
蓄した。

女性への配慮備品の充実を図る。 安心安全課

資料第１‐１



○基本目標３　男女がともに働きやすい環境の整備

　　◆重点課題　団体、企業などにおける女性の参画促進

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

28
市の入札における評価項目に、男女共
同参画社会実現への評価視点を取り入
れていきます

○「男女共同参画社会への貢献度」の加点対象
となる評価項目の検討・設定
○判断基準の検討

市の入札評価項目に男女
共同参画視点導入の検討

市内業者の状
況をふまえ導入
基準の検討・設

置

未検討 未検討 未検討
育児休暇、介護休暇等を取り入れた
就業規則の整備について、ホーム
ページでPRを行う。

行政課

　　◆重点課題　保育施設・サービスの充実

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

31

保護者の就労時間、勤務時間の多様
化に対応した長時間保育・延長保育や
特定保育など、保育サービスを充実し
ていきます

○長時間保育・延長保育、特定保育の実施体制
の整備
○長時間保育・延長保育、特定保育の実施増加
による受け入れの拡充

特定保育の実施園数 4園 2園 3園

平成25年6月にアスクはなみずき保育
園を新規に開園し、長時間保育・延長
保育を実施するため、午後7時までの
保育を実施。特定保育（一時保育）も
開園時より実施中。

平成26年4月開園の保育園にて特定
保育を実施する。

子育て支援課

　　◆重点課題　子育て支援サービスの充実

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

33
ファミリーサポート事業を充実していき
ます

○依頼会員に対応する援助会員の増大のため
の事業の周知
○活動中の事故予防のための講習会の充実

ファミリーサポートセンター
の援助活動ができる会員数

240人 219人 205人

講習会開催を広報、ホームページ、子
育て支援センター情報誌、ボランティ
ア作成情報誌で周知した。
フォローアップ研修を年2回実施した。

講習会（年6回）、フォローアップ研修
（年2回）を実施予定。
広報、ホームページ、子育て支援セ
ンター情報誌、ボランティア作成情報
誌で周知する。

子育て支援課

35
子育て支援制度などの情報提供を充実
していきます

○広報紙・ホームページにおける周知
○育児講座の開催

育児講座の開催回数 8回 5回 5回

育児講座を年5回実施。
広報、ホームページ、子育て支援セン
ター情報誌、ボランティア作成情報誌
で周知した。

育児講座を年5回実施予定。
広報、ホームページ、子育て支援セ
ンター情報誌、ボランティア作成情報
誌で周知する。

子育て支援課

36
児童クラブや学童保育所を拡充してい
きます

○ニーズ調査の実施 児童クラブの実施箇所数 6箇所 5箇所 6箇所

児童クラブ（各小学校区）6か所を運営
し、学童保育所3か所を運営委託して
いる。さらに、学童保育所1か所を新設
するために設計を進めている。

市が洞小学校区に学童保育所を新
設する。

子育て支援課

　　◆重点課題　職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進

取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

40
団体・企業などの要請に応じ、男女共
同参画に関する出前講座を実施してい
きます

○大学への講師派遣の依頼
○各団体への仕事と家庭の調和についての意
識啓発の働きかけ

出前講座の企画実施回数 １回以上 未実施 未実施 未実施
平成26年度に、企業、地域団体、庁
内各課の関係団体等に向けた出前
講座を1回以上実施する。

たつせがある
課

41
育児・介護休業制度を整備し、男性の
取得を働きかけていきます

○育児・介護休業制度の周知
○窓口等での男性への取得の働きかけ

男性職員の育児休業の取
得率

12.5％以上 12.50% 7.4%
今後も制度の周知を始めとして、休
暇・休業制度の利用を対象となる男性
職員に働きかけた。

引き続き、対象職員に取得を働きか
ける。

人事課
産業緑地課

42

パンフレットなどの配布を通じてファミ
リー・フレンドリー企業に関する情報提
供を行い、ファミリー・フレンドリー企業
への登録を支援していきます

○窓口等での働きかけ
ファミリー・フレンドリー企業
数

5企業 2企業 2企業 窓口等で働きかけた。 今後も窓口等で働きかける。 産業緑地課



○基本目標４　安心して暮らせるまちづくり

　　◆重点課題　妊娠・出産期のこころと身体の健康づくり

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

49

「パパママ教室」の開催を拡充し、これ
から母親、父親になる男女に、健康の
保持や母性保護についての正しい知識
を普及していきます

○土日も含めた「パパママ教室」の開催
○「パパママ教室」の周知による参加者の確保

パパママ教室の夫の参加
率

43% 40.5% 38.7%
・パパママ教室を30回開催した。
・母子健康手帳交付時に対象者に周
知した。

年間スケジュールどおりに実施する。
対象者への参加勧奨に努める。

健康推進課

　　◆重点課題　健康づくりの推進

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

メンタルヘルスに関する研
修等　参加のべ人数（5年
間）

300人 43人 18人
他団体主催研修派遣及び市実施講座
を実施した。

引き続き研修を実施し、参加を呼び
かける。

人事課

精神保健福祉相談開催回
数

480回
＊201回

＊平成23年度実績

273回
こころの相談窓口にて精神保健福祉
士による電話相談や面接を実施した。

引き続き実施する。
市民へこころの相談窓口の周知に努
める。

健康推進課

54
乳がん・子宮がん検診について、利用し
やすい検診体制を整備し、受診率向上
を図っていきます

○利用しやすい検診体制の検討
乳がん・子宮がん検診受診
率

50.0％以上
乳がん＊52.4％
　　子宮がん＊

44.2％

乳がん＊53.9％
子宮がん
44..6％

・検診時に次期検診の予約受付を行っ
た。
・対象者にクーポン発行した。

引き続き実施する。
受診率向上に努める。

健康推進課

○基本目標５　人権が尊重され、DVのないまちづくり（長久手市DV防止基本計画）

　　◆重点課題　DVの防止の推進

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

62
広報紙・ホームページを利用し、暴力は
人権侵害であるとの意識を啓発してい
きます

○女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～
25日）にあわせた広報

ＤＶ防止に関する情報提
供・媒体数

5種／年 3種／年 4種/年

・広報、ホームページに記事を掲載し
た。
・国が作成したカード関係課窓口等に
設置した。
・DVおよび児童虐待に関するリーフ
レットを作成し、関係課窓口に設置し
た。

・広報、ホームページに記事を掲載予
定。
・引き続き、同カード、リーフレットを設
置する。

子育て支援課

　　◆重点課題　相談体制の充実

№ 取組内容 今後の方向性 数値指標
目標値

（平成29年度）
平成24年度
（計画策定時）

平成25年度末
平成25年度の

取組状況
今後の取組内容 担当課

66
相談窓口、支援情報の周知を図ってい
きます

○リーフレットやカードの配布などによる相談窓
口の周知

未測定

・国が作成したカードを女子トイレ、関
係課窓口等に設置した。
・DVおよび児童虐待に関するリーフ
レットを作成し、関係課窓口に設置し
た。

・国が作成したカードを女子トイレ、関
係課窓口等に設置している。
・DVおよび児童虐待に関するリーフ
レットを作成し、関係課窓口に設置し
ている。

子育て支援課

67 外国人へ相談窓口を周知していきます
○外国語のリーフレットやカードの配布などによ
る相談窓口の周知

未測定
・国が作成した外国語のカードを女子
トイレ、関係課窓口等に設置した。

引き続き、窓口等に設置する。 子育て支援課

53

○メンタルヘルス研修への参加促進
○精神科医顧問による講座の開催
○広報紙、ホームページ等を活用したこころの
健康に関する知識の普及

こころの健康に関する知識を普及して
いきます

ＤＶに関する相談窓口の認
知度

80% 68.70%


